
令和８年６月

（京都市上下水道事業審議会資料）

令和７年度の審議内容の振返り

次期ビジョンの構成等について
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令和７年度の審議内容

・ 令和７年度は審議会を３回開催
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第１回
（R7.6）

第２回
（R7.12）

第３回
（R８.３）

・ 審議会への諮問

・ 京都市の上下水道事業の現状と課題、次期ビジョンの策定に向けて

・ 今後の施設整備の方向性＜施設マネジメントの検討結果等＞

・ 今後の財源の在り方＜水道事業における現状・課題、今後の見通し＞

・ 今後の施設整備の方向性＜水道事業・下水道事業の今後の整備方針＞

・ 今後の財源の在り方＜下水道事業における現状・課題、今後の見通し＞



令和７年度第１回審議会（R7.6）
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・ 第１回は「上下水道事業の現状・課題、次期ビジョンの策定」をテーマに審議

【現状・課題、次期ビジョン】主な意見

○ 上下水道は市民生活に必要不可欠であり、安定的に供給す

ることが最優先であることを念頭に置く必要がある。

○ 市民に対してリスクも含めた課題認識を共有し、料金負担

  を含めた議論を正面から行うべきではないか。

○ 水を使ったから料金を払うという感覚ではなく、自分たち

の上下水道を守っていくための必要な投資と考えてもらえる

ような視点が必要。

○ 担い手不足は、民間事業者も深刻であり、事業者を巻き込

んで、考えなければならない。

○ 人口減少の中、ダウンサイジングについても検討しなけれ

  ばならない。

審議会会長への諮問書



令和７年度第２回審議会（R7.12）

・ 第２回は「施設整備の方向性」、「今後の財源の在り方（水道）」をテーマに審議
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○ 施設整備においては、水需要の減少等に応じて、ダウンサイ

ジングを検討しなければならない一方で、リダンダンシー※の

確保（バックアップ体制）も考えていかなければならない。

（※）一部が壊れても、全体が止まらないための「予備」の仕組み

○ 安定供給はしっかりと維持していく必要があるが、事業全

  体で見たときに効率化していくことも必要。浸水対策などこ

  れまでの対策により一定の成果を上げているものについては

  効率化の余地があるのではないか。

○ 事業量の平準化の考え方については、財政面等の効果以外

に、民間事業者に毎年継続して発注できることによる、工事

力の確保や技術継承の観点で非常に重要。

○ 「先送りによる収支均衡から適切な投資・経営へのシフト」や

「更新投資を先送りしない適切な料金設定」については国が

特に強く打ち出している方針である。

【今後の施設整備の方向性】主な意見

○ 他都市と比べて高い水準にある企業債残高は、現在の水準

を上げないようにすべき。企業債充当率については、50％を

超えないよう留意すべき。

○ 災害等への備えや金利上昇等に対する経営リスク管理の考

  え方も重要であり、他都市を参考に企業債残高や積立金、内部

留保資金等の経営目標を設定すべき。

○ 危機的な財政状況や安価な水道料金を維持してきた背景

（企業債への依存、経営努力等）をしっかりと市民へ周知して

いくべき。情報発信に際しては、京都市の魅力低下に繋がら

ないよう配慮が必要。

○ 資産維持費の水準は、過去に財源の多くを企業債に依存し

てきた経過や、今後の必要な整備計画を踏まえつつ、インフ

ラを維持するための妥当なレベル感である必要がある。

○ 様々な方法で収入確保に努めるべき。

【今後の財源の在り方（水道）】主な意見



令和７年度第３回審議会（R8.3）

・ 第３回は「施設整備の方向性」、「今後の財源の在り方（下水道）」をテーマに審議
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○ 管路更新については、防災上の重要施設への接続、耐震管

率の向上、老朽管の早期解消など様々な視点のバランスを

考慮し、優先順位付けを行っていくことが重要。特に水道事業

では初期ダクタイル鋳鉄管以外の管も含めた効果的な更新の

検討が必要。

○ AIや高精度カメラを用いた点検など、新技術を積極的に

活用し、迅速な対応につなげていくことを期待する。

○ 市町村の枠を超えた広域的な取組を考える際、「高低差」が

重要なキーワードとなる。カーボンニュートラルを意識した

広域連携の検討が必要。

○ 限られた財源の中で、安定供給を維持しつつ、環境性を重

視し、かつコストを抑えるという、相反する３つの価値のバラ

ンスをいかに取るかが重要である中で、１つの施策で複数の

価値を創出していくことが大事。

【今後の施設整備の方向性】主な意見

○ 人口減少が進む中、人口１人当たりの企業債残高を重視

すべきではないか。人口減少局面での企業債に依存した事業

運営は将来への負担の先送りに繋がる。

○ 建設改良積立金を20年間で400億円確保するという目標

が厳しい見通しであり、今後の在り方の検討が必要。

○ 将来の改築更新や耐震化のために財源を確保し、安定的

な経営を継続するために、資産維持費を明確に位置付けた

うえで使用料のあるべき水準を考えるべき。

○ 厳しい経営状況だけではなく、料金水準やこれまで実施して

きたサービス面、収入確保の取組などについて、もっと情報

発信をすべき。

【今後の財源の在り方（下水道）】主な意見
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次期ビジョンの位置付け
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上
下
水
道
局

国
土
交
通
省
・
総
務
省

京
都
市

京(みやこ)の水ビジョン

（2008-2017）

中期経営
プラン

中期経営
プラン

京都市水道マスタープラン
（2001-2025）

京都市下水道マスタープラン
（2001-2025）

施策の具体化

次期ビジョン（仮称）
（2028-2050）

・・・

京都基本構想（2026-2050）

水道・下水道の分野別計画

上下水道政策の基本的なあり方検討会 (R6.11～)

上下水道の経営基盤強化に関する研究会(R6.9～)

国交省

総務省

京(みやこ)の水ビジョン

（2018-2027）

中期経営
プラン

中期経営
プラン

３～５年程度の実施計画

目指す方向性等を考慮

次期ビジョンの体系・位置付け

など

２０５０年の社会経済情勢を見据え、強靭で持続的、多
様な社会的要請に応える上下水道システムへ進化するた
めの基本的な方向性（基本方針）について検討

上下水道事業をめぐる諸課題について意見を聴取し、経
営基盤の強化に資する取組など、上下水道事業の持続可
能な経営を確保するための方策等について検討

・ 上下水道局の現行ビジョン（計画期間：１０年間）は、令和９年度末で終期を迎える

・ 令和１０年度以降の次期ビジョンについては、これまで以上に長期的かつ幅広い視点
を持った目指すべき姿と方向性を示すため、「京都基本構想」の計画期間や国の検討状

況等も踏まえ、２０５０年（令和３２年）までの計画期間を予定

千年先の未来を見据え、今後２５年間の「まちの
羅針盤」となるもの



国の上下水道施策の方向性（国交省：あり方検討会）

上下水道政策の基本的なあり方検討会（国交省）の第１次とりまとめでは、今後

の方向性の１つとして「適切な投資・経営計画」の考え方が示されている

出典：国土交通省資料（上下水道政策の基本的なあり方検討会）
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再掲
（第２回資料）



国の上下水道施策の方向性（国交省：あり方検討会）

第２次とりまとめでは、「複数自治体による一体的事業運営」、「集約型・分散型

のベストミックスによる施設の最適配置」の考え方が示されている
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再掲
（第２回資料）

出典：国土交通省資料（上下水道政策の基本的なあり方検討会）



現行のビジョン・プラン
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2027
(R9)

2008
(H20)

2018
(H30)

中期経営プラン
（2008-2012）

中期経営プラン
（2013-2017）

中期経営プラン
（2018-2022）

中期経営プラン
（2023-2027）

京（みやこ）の水ビジョン
（2008-2017）

京（みやこ）の水ビジョン ーあすをつくるー

（2018-2027）

・ これまで１０年間のビジョン、その前期・後期５年の実施計画であるプランに基づき

事業を推進



ビジョンとプランの関係性（現行）
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・ ビジョンに記載した事業内容を実施計画であるプランで具体化

ビジョン
（10年間）

プラン
（各5年間）

次期ビジョンは2050年までの23年間、実施計画のプランは３～５年の期間を予定



京(みやこ)の水ビジョン－あすをつくる－(2018-2027)冊子構成
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・ ビジョンの位置付け、策定の経緯を記載
・ 京都市の水道・下水道の概要（区域図、現況数値、特徴等）、琵琶湖疏水の経過について記載

・ 京都市を上下水道事業を取り巻く状況として
８つのテーマを記載

・ 局としての基本理念、取組の構成（視点・方針・取組）、目指す将来像（イラスト）を掲載

・ ビジョンの実現に向けたプランの策定、経営評価制度、水に関する意識調査の実施等について記載

・ 前回ビジョンの概要、１０年間の取組内容、主な数値目標の達成状況について記載

・ 参考資料として、事業の沿革（年表）、ビジョン策定までの経過（水に関する意識調査、水道・下水道未来研究会、
経営ビジョン策定検討部会、パブリックコメント）、用語解説を掲載

・ ３つの視点に連なる９つの方針、３０の取組の内容を記載

・ 特に重要となる７つのテーマについては、TOPICとして
見開き２ページで現状・課題や方向性を記載

方針・取組内容について、それぞれ２ページ（見開き）
を基本とし、①取組の方向性と主な取組内容、
➁効果、③目標の３項目をフォーマットとして構成



京(みやこ)の水ビジョン－あすをつくる－(2018-2027)基本理念
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ビジョン冊子
Ｐ24

・ 「京（きょう）の水からあすをつくる」を基本理念として掲げる



京(みやこ)の水ビジョン－あすをつくる－(2018-2027)施策体系①
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ビジョン冊子
Ｐ26-27

・ ３つの視点（目指す将来像）、９つの方針（将来像の実現のための方針）を設定



京(みやこ)の水ビジョン－あすをつくる－(2018-2027)施策体系➁
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ビジョン冊子
Ｐ28-29

・ ９つの方針の下に３０の取組を体系的に構成



ビジョン・プランに基づく事業運営（主な事業）

17

水道管路の改築更新・地震対策

老朽化した水道管路の更新を進めて
います。耐震性・耐久性に優れる管
材料を用いて耐震化も図ります。

配水管の
更新工事

水道施設の改築更新・地震対策

浄水施設や配水池等の基幹施設につ
いて、優先度の高い施設から地震対
策を進めています。

配水池の
耐震化工事

応急給水への備え

地震により水道が止まった場合でも、
迅速に水を配るため、給水車や仮設
給水槽を配備しています。

給水車 仮設給水槽

11台
配備済

83基
配備済

下水道管路の改築更新・地震対策

更生工法や布設替えにより、老朽化
した下水道管路の更新と重要な下水
道管路の耐震化を進めています。

下水道管路の
更生工事

災害用マンホールトイレの整備

災害時でもトイレ機能を確保するた
め、避難所となる小中学校等にマン
ホールトイレを整備しています。

災害用
マンホール
トイレ

（左上は設置
の様子）

203か所
実施済

雨水幹線等の整備

浸水に対する安全度を更に向上させ
るため、大雨の時に雨水を取り込む
雨水幹線等の整備を進めています。

雨水幹線の
整備工事

５年確率降雨対応 全国トップクラス
（京都市92％ 全国平均62％）

※配備数等は令和６年度末時点視点① 京の水をみらいへつなぐ
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ビジョン・プランに基づく事業運営（主な事業）

インターネットを活用したサービス

使用水量・料金照会や料金のお支払
いができるスマホアプリを令和６年
10月からリリースしています。

京都市
上下水道局
アプリ

琵琶湖疏水の魅力発信

びわ湖疏水船事業や琵琶湖疏水記念
館を通して、日本遺産・琵琶湖疏水
の更なる魅力発信を図っています。

創エネルギー対策

大規模太陽光発電設備や下水汚泥固
形燃料化施設等によりエネルギーや
資源の有効利用に努めています。

下水汚泥固形燃料施設

視点② 京の水でこころをはぐくむ

びわ湖疏水船事業 琵琶湖疏水記念館 大規模太陽光発電設備

技術力の向上・技術継承

中堅・若手職員を対象とした体系的
な技術研修の実施等により技術力の
向上・技術継承を推進しています。

民間活力の導入

官民連携の更なる取組として、浄水
場や水環境保全センターの運転監視
業務等を委託化しています。

保有資産の有効活用

財務体質の強化に向け、保有資産の
有効活用（土地・建物の売却や貸付
等）を進めています。

視点③ 京の水をささえつづける

採用5年目の
技術職員を
対象とした
専門技術研修

浄水場の
運転監視等
業務の様子

保有用地の
売却

18



目次

令和７年度の審議内容の振返り

次期ビジョンの位置付け・現行ビジョンの構成等

審
議
会
で
議
論
い
た
だ
き
た
い
事
項

19



審議会で議論いただきたい事項

次期ビジョンの構成等について

・ 現行のビジョン（１０年間）からより長期のビジョン（２３年間）とする前提で、

現行ビジョンから引き継ぐべき点、変えるべき点はそれぞれどのようなものか。

・ その他、市民の皆さまに何を伝えるべきか、また、読み手に伝わるビジョンと

するためにどのような工夫が考えられるか。

議論いただきたい事項

20



参考資料（他都市のビジョン）
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他都市のビジョン（まとめ）（水道事業：１１都市）

都市名 計画名称
始点
年度

期間
位置
付け

前回
総括

理念
施策

概要
経過

現状
見通し

将来像
実施
計画

収支
見通し

進捗
管理

参考
資料

コラム 冊子 ページ

札幌市 第2次札幌水道ビジョン（2025-2034） 2025 10年間 ① ➁ ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 有 縦 112

仙台市 仙台市水道事業基本計画（2020-2029） 2020 10年間 ① ➁ ⑤ ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 無 縦 58

新潟市 新潟市水道事業経営計画～マスタープラン2034～ 2025 10年間 ① ③ ➁ ④ ⑤ ⑥ 無 横 79

さいたま市 さいたま市水道事業長期構想（2021ｰ2030） 2021 10年間 ① ⑤ ➁ ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 有 縦 83

東京都 東京水道長期戦略構想2020 2020 約20年間 ① ③ ➁ ④ ⑤ ⑤ 無 横 234

横浜市 横浜水道長期ビジョン 2016
20～

30年間
① ➁ ③ ④ 有 縦 41

大阪市 大阪市水道経営戦略（2018-2027） 2018 10年間 ① ➁ ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 無 縦 218

神戸市 神戸水道ビジョン（改定版） 2026 約25年間 ① ➁ ③ 無 横 14

岡山市 岡山市水道事業総合基本計画アクアプラン2017 2017 10年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ 無 縦 96

広島市 広島市水道ビジョン 2018 10年間 ① ➁ ③ ④ ⑤ ⑥ 無 縦 51

福岡市 福岡市水道長期ビジョン2028 2017 12年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 有 縦 83

冊子構成（番号は構成順）計画名称・期間
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他都市のビジョン（まとめ） （下水道事業：１３都市）

都市名 計画名称
始点
年度

期間
位置
付け

前回
総括

理念
施策

概要
経過

現状
見通し

将来像
実施
計画

収支
見通し

進捗
管理

参考
資料

コラム 冊子 ページ

札幌市 札幌市下水道ビジョン2030 2020 10年間 ① ➁ ⑤ ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧ 有 縦 64

仙台市 仙台市下水道マスタープラン 2017 10年間 ① ④ ⑤ ③ ➁ ⑥ ⑦ ⑧ 有 横 50

新潟市 第二次新潟市下水道中期ビジョン 2019 10年間 ③ ① ➁ ④ ⑤ ⑤ 無 縦 76

さいたま市 希望つなぐ下水道プラン2030（2021-2030） 2021 10年間 ➁ ③ ① ④ ⑤ ⑥ ⑦ 有 縦 67

千葉市 千葉市下水道事業中長期経営計画（2021-2032） 2021 10年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 無 縦 130

東京都 東京都下水道事業経営計画2026 2026 5年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ 有 縦横 160

横浜市 横浜市下水道事業中期経営計画（2026-2029） 2026 4年間 ① ➁ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ 無 縦 130

相模原市 第２次相模原市下水道ビジョン 2020 10年間 ① ➁ ⑤ ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 無 縦 49

大阪市 ⼤阪市下⽔道事業経営戦略（2021-2030） 2021 10年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 無 縦 62

神戸市 神戸市下水道事業経営計画（2020-2029） 2020 10年間 ① ④ ⑥ ➁ ③ ⑤ ⑦ ⑧ ⑨ 有 縦 58

岡山市 岡山市下水道事業経営計画（2026-2035） 2026 10年間 ① ⑤ ③ ④ ⑤ ⑥ ➁ ⑦ 有 縦 72

広島市 ひろしま下水道ビジョン2030 2021 10年間 ① ③ ➁ ④ 無 縦 74

福岡市 福岡市下水道ビジョン2026 2017 10年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ 有 縦 85

冊子構成（番号は構成順）計画名称・期間
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他都市のビジョン（まとめ） （上下水道事業：８都市）

都市名 計画名称
始点
年度

期間
位置
付け

前回
総括

理念
施策

概要
経過

現状
見通し

将来像
実施
計画

収支
見通し

進捗
管理

参考
資料

コラム 冊子 ページ

京都市
京（みやこ）の水ビジョンーあすをつくる
（2018-2027）

2018 10年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 有 縦 111

川崎市 川崎市上下水道ビジョン（2026-2037） 2026 10年間 ① ④ ➁ ③ 有 横 26

静岡市 しずおか水ビジョン 2023 12年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 無 縦 160

浜松市 浜松市上下水道基本計画（2025-2034） 2025 10年間 ➁ ① ④ ⑤ ⑥ ③ ⑦ 有 縦 134

名古屋市 名古屋市上下水道経営プラン2028 2017 10年間 ① ④ ③ ⑤ ⑥ ➁ ⑦ 有 縦 61

堺市 堺市上下水道事業経営戦略（2023-2030） 2023 8年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 有 縦横 120

北九州市 北九州市上下水道事業基本計画2030 2021 10年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 有 縦 77

熊本市 熊本市上下水道事業経営戦略 2020 10年間 ① ④ ➁ ③ ⑤ ⑥ ⑦ 無 縦 71

冊子構成（番号は構成順）計画名称・期間
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他都市のビジョン（①長期ビジョン：目次・施策体系）

東京水道長期戦略構想2020

25



他都市のビジョン（①長期ビジョン：目次・施策体系）

横浜水道長期ビジョン

26



他都市のビジョン（①長期ビジョン：目次・施策体系）

神戸水道ビジョン

27



他都市のビジョン（②上下水道事業：目次・施策体系）

川崎市上下水道ビジョン（2026-2037）

28



他都市のビジョン（②上下水道事業：目次・施策体系）

しずおか水ビジョン

29



他都市のビジョン（②上下水道事業：目次・施策体系）

浜松市上下水道基本計画（2025-2034）

30



他都市のビジョン（②上下水道事業：目次・施策体系）

名古屋市上下水道経営プラン2028

31



他都市のビジョン（②上下水道事業：目次・施策体系）

堺市上下水道事業経営戦略（2023-2030）

32



他都市のビジョン（②上下水道事業：目次・施策体系）

北九州市上下水道事業基本計画2030

33



他都市のビジョン（②上下水道事業：目次・施策体系）

熊本市上下水道事業経営戦略

34



他都市のビジョン（③見せ方の工夫等）

横浜水道長期ビジョン

35

「主人公」の視点で将来の暮らしと

水道事業の関わりを小説風に表現



他都市のビジョン（③見せ方の工夫等）

東京都下水道事業経営計画2026

36

施策の内容をイラストで

分かりやすく解説



他都市のビジョン（③見せ方の工夫等）

37

経営戦略の位置付けを

視覚的に表現

堺市上下水道事業経営戦略（2023-2030）



他都市のビジョン（③見せ方の工夫等）

38

コラムを用いた

事業内容の解説

札幌市下水道ビジョン2030



他都市のビジョン（③見せ方の工夫等）

39

給水量の推移と

あわせて沿革を説明

広島市水道ビジョン
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